
平成２７年度 全国学力

佐伯市では、市内の小学校６年

「全国学力・学習状況調査」を

【実施教科】

小６…国語、算数、理科の３

中３…国語、数学、理科の３

【実施内容】

国語Ａ・算数Ａ・数学Ａ…主

国語Ｂ・算数Ｂ・数学Ｂ…主

理科…主として「知識」に関す

児童生徒質問紙、学校質問紙

【用語解説】
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践し評価・改善する力などに関

【平均正答率（全問題数のうち

国語Ａ

領域別正答率 佐伯市 大分

話すこと・聞くこと 53.9
書くこと 87.9
読むこと 56.0
伝統的な言語文化と国語の特質に関する事項 79.1

平均正答

小学校６

国語Ａ 国語Ｂ 算数

佐伯市 71.7 65.6 74.3

大分県 71.5 66.7 76.7

全国 70.0 65.4 75.2
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国語Ａ

領域別正答率 佐伯市 大

話すこと・聞くこと 53.9
書くこと 87.9
読むこと 56.0
伝統的な言語文化と国語の特質に関する事項 79.1

平均正

国語Ｂ

領域別正答率 佐伯市 大分

書くこと 61.5

読むこと 68.0

平均正

大分県 全国

57.1 53.0

85.6 86.0

55.2 55.2

79.0 77.2

正答率(％)

分県 全国

62.7 61.1

69.6 68.1

正答率(％)

算数Ａ

領域別正答率 佐伯市

数と計算 80.3
量と測定 69.4
図形 63.0
数量関係 83.5

平

算数Ｂ

領域別正答率 佐伯市

数と計算 38.9
量と測定 37.1
図形 42.4
数量関係 39.5

大分県 全国

82.4 80.1

72.2 71.3

65.8 64.5

85.5 84.9

平均正答率(％)

市 大分県 全国

9 41.8 42.4

1 41.2 41.7

4 45.0 45.6

5 42.9 43.0

平均正答率(％)



国語Ａ

領域別正答率 佐伯市 大

話すこと・聞くこと 77.2

書くこと 72.6

読むこと 86.1
伝統的な言語文化と国語の特質に関する事項 74.8

平均正

国語Ｂ

領域別正答率 佐伯市 大

話すこと・聞くこと 71.6

書くこと 33.3

読むこと 60.9

平均正

大分県 全国

78.4 79.7

73.4 73.6

86.8 86.1

73.2 72.9

正答率(％)

大分県 全国

71.1 72.2

35.7 36.7

62.8 62.6

正答率(％)

数学Ａ

領域別正答率 佐伯市

数と式 65
図形 60
関数 59

資料の活用 62

数学Ｂ

領域別正答率 佐伯市

数と式 62
図形 32
関数 27

資料の活用 27

市 大分県 全国

5.5 67.3 67.7

0.2 61.6 63.4

9.5 60.0 61.7

2.0 60.2 63.0

平均正答率(％)

市 大分県 全国

2.4 61.6 63.2

2.0 35.0 39.0

7.2 29.1 30.7

7.1 29.3 31.2

平均正答率(％)



◇正答率が高い設問 ◆正答率が低い等課題が見られる設問

佐伯市の平均正答率 ７１．７％

大分県の平均正答率 ７１．５％

全国の平均正答率 ７０．０％

小学校国語

Ａ問題の分析
（主として「知識」に関する問題）

○設問数１４問

◇平均正答率８０％以上の問題・・・６問（大分県５問、全国４問）

◇平均正答率が全国を上回っている問題・・・１１問（大分県１０問）

◆平均正答率６０％未満の問題・・・５問（大分県４問、全国５問）

◆平均正答率が全国を下回っている問題・・・３問（大分県４問）

①学習指導要領における領域・問題別に見た分析

＜課題があるとみられる問題（正答率６０％未満の問題）＞

【伝統的な言語文化と国語の特質に関する事項】

◆〔１二（１）〕「シャワーをあびる」を書く。（５９．６％）

→「浴」という漢字を正しく書くことに課題がある。

◆〔２一〕文の主語として適切なものを選択する。（５６．４％）

→文の中における主語を捉えることに課題がある。

【話すこと・聞くこと】

◆〔３〕聞き方の説明として適切なものを選択する。（５３．９％）

→話の内容に対する聞き方を工夫することに課題がある。

【読むこと】

◆〔５一〕コラムの中で筆者の読書体験が書いてあるまとまりを選択する。（５７．９％）

→新聞のコラムを読んで、表現の工夫を捉えることに課題がある。

◆〔５二〕コラムの中で筆者が引用している言葉を書き抜く。（２２．１％）

→「引用」とは、本や文章の一節や文、語句などを引いてくることであると理解することに課題がある。

②具体的な改善方策

〇漢字を読んだり書いたりする機会を意図的・計画的に設定する。

・身の回りにある新聞や情報誌等に、習った漢字があるかどうか探す活動を設ける。

・書いた文章を読み返し、文や文章の中で果たす漢字の意味を捉えた上で、正しく使用しているかどう

か評価する活動を取り入れる。

○目的や意図に応じて聞き方を工夫する

・相手の話を聞く際は、相手の話の目的や意図を捉えながら内容を十分聞き取るとともに、取り上げら

れた内容について、自分の考えと比べ、共通点や相違点、関連して考えたことなどを整理し、自分の

考えをまとめるように指導する。

○目的に応じて、適切に引用する。

・引用については、かぎ（「 」）で括ることなど、引用の仕方を指導するとともに、引用したことにつ

いて、児童が自分の思いや考えを書くことなども指導する。また、児童が引用する目的意識や必要性

を十分に持てる言語活動を位置付け、課題解決の過程において指導する。



◇正答率が高い設問 ◆正答率が低い等課題が見られる設問

佐伯市の平均正答率 ６５．６％

大分県の平均正答率 ６６．７％

全国の平均正答率 ６５．４％

小学校国語

Ｂ問題の分析
（主として「活用」に関する問題）

○設問数９問

◇平均正答率７０％以上の問題・・・４問（大分県５問、全国５問）

◇平均正答率が全国を上回っている問題・・・４問（大分県７問）

◆平均正答率５０％未満の問題・・・２問（大分県２問、全国２問）

◆平均正答率が全国を下回っている問題・・・５問（大分県２問）

①学習指導要領における領域・問題別に見た分析

＜課題があるとみられる問題（正答率６０％未満の問題＞

【書くこと】

◆〔１三〕【中田とよさんへのインタビューの様子】の内容をまとめて書く。（３４．５％）

→目的や意図に応じ、取材した内容を整理しながら記事を書くことに課題がある。

◆〔２三〕楽器の分担の決め方について，【楽器の分担図】を基にして書く。（４２．１％）

→文章と図とを関係付けて、自分の考えを書くことに課題がある。

【読むこと】

◆〔３一〕〈絵３〉の場面が始まるまとまりとして適切なものを選択する。（５９．４％）

→登場人物の行動を基にして、場面の移り変わりを捉えることに課題がある。

②具体的な改善方策

〇目的や意図に応じ、取材した複数の内容を整理して記事を書く。

・読み手に伝えたいことの中心を明確にした上で、自分で調べた内容や、関係者に取材した事柄の中か

ら取捨選択し、伝えたいことが読み手に伝わるように、整理して記事を書くようにする。

○図表やグラフなどを読み、効果的に用いる。

・図表やグラフ、絵、写真などからどのようなことを読み取ることができるのか、算数科等における既

習事項も踏まえて指導する。また、身の回りから、図表やグラフ、絵、写真などが用いられている文

章や新聞記事を探し、それらの資料が用いられた意図や効果について考えるようにする。

○登場人物の行動や会話、情景を基にして場面の移り変わりを捉える。

・各場面の様子を、登場人物の行動や会話、情景などの叙述を根拠にしながら、的確に捉えるとともに、

場面と場面とを関係付けて読む指導を行う。物語の展開に即して、「いつ」、「どこで」、「だれが」、「何

をして」、「どう思ったか」等を中心に物語のあらすじをまとめることで、場面の移り変わりを捉える

ことができるようにする。



◇正答率が高い設問 ◆正答率が低い等課題が見られる設問

佐伯市の平均正答率 ７４．３％

大分県の平均正答率 ７６．７％

全国の平均正答率 ７５．２％

小学校算数

Ａ問題の分析
（主として「知識」に関する問題）

○設問数１６問

◇平均正答率８０％以上の問題・・・５問（大分県７問、全国７問）

◇平均正答率が全国を上回っている問題・・・４問

◆平均正答率６０％未満の問題・・・２問（大分県２問、全国２問）

◆平均正答率が全国を下回っている問題・・・１２問

①学習指導要領における領域・問題別に見た分析

＜課題があるとみられる問題（正答率６０％未満の問題）＞

【量と測定】

◆〔４(２)〕１８０°や３６０°を基に分度器を用いて，１８０°よりも大きい角の大きさを求めること

ができる。（５３．５％）

→１８０°よりも大きい角の大きさを求めることに課題がある。

【図形】

◆〔５（１）〕示された三角形が二等辺三角形になる根拠となる円の性質を，選択することができる。

（４８．７％）

→示された三角形が二等辺三角形になる根拠を円の性質と関連付けて判断することに課題がある。

②具体的な改善方策

〇分度器を用いて、角の大きさを正確に測定できるようにする。

・本設問を用いて、１８０°よりも大きな角を求めるために、補角を用いた測定方法を判断する活動を

取り入れる。いくつかの角の大きさを示し、確実に角の大きさを測定できるようにする。

○図形の構成を、図形の特徴と関連付けて捉えることができるようにする。

・作図などの活動を通して、図形のどのような特徴を用いているかを確認する。本設問の図形を示し、

円のどのような特徴を用いれば、示された図のような二等辺三角形が作図できるか予想する場を設け

る。その上で、実際に作図しながら、操作と予想した特徴を関連付け、なぜその特徴が作図で必要だ

ったのかを話し合う活動を設けるようにする。



◇正答率が高い設問 ◆正答率が低い等課題が見られる設問

佐伯市の平均正答率 ４１．７％

大分県の平均正答率 ４４．６％

全国の平均正答率 ４５．０％

小学校算数

Ｂ問題の分析
（主として「活用」に関する問題）

○設問数１３問

◇平均正答率７０％以上の問題・・・１問（大分県１問、全国１問）

◇平均正答率が全国を上回っている問題・・・１問

◆平均正答率５０％未満の問題・・・８問（大分県７問、全国７問）

◆平均正答率が全国を下回っている問題・・・１２問

①学習指導要領における領域・問題別に見た分析

＜課題があるとみられる問題（正答率４０％未満の問題）＞

【図形】

◆〔１(３)〕示された二組の道のりが等しくなる根拠として，図形を見いだし，その図形の性質を記述できる。

(２８．８％)

→示された二組の道のりが等しくなる根拠として、図形を見いだし、その図形の性質を言葉と記号を用いて記

述することに課題がある。

◆〔３(１)〕正三角形の性質を基に，示された周の長さから辺の長さが等しくなる位置を求めることができる。

(２９．３％)

→正三角形の性質を基に、示された周の長さから辺の長さが等しくなる位置を求めることに課題がある。

◆〔５（１）〕長方形の面積を２等分する考えを基に，分割された二つの図形の面積が等しくなる理由を記述で

きる。（７．２％）

→条件を変更した場面に面積を２等分する考えを適用して，示された部分の面積を求めることに課題がある。

【数量関係】

◆〔２(２)〕示された情報から基準量を求める場面と捉え，比較量と割合から基準量を求めることができる。(８．

９％)

→示された情報から基準量を求める場面と捉え、比較量と割合から基準量を求めることに課題がある。

【数と計算】

◆〔４(３)〕概数を用いた見積りの結果とそれに基づく判断を理解し，３０００個集めればよい理由を記述で

きる。(１６．７％)

→目的に応じた見積もり方で求めた結果を基に、３０００個集めればよい理由を記述することに課題がある。

②具体的な改善方策

〇図形の約束や性質を用いて事象を的確に判断したり考察したりできるようにする。

・本設問のような地図を用いて、日常の事象の中から図形を見いだすために、「地図の中からどのような図形

が見付かりますか。」と問い、図形を構成する辺の長さや角の大きさ、それらの数などに注目して地図の情

報と図形の性質を関連付ける。また、見いだした図形の性質を基に日常の事象を解決するために、「道のり

に関係する平行四辺形の約束や性質は何か」、「その性質を使うとどのようなことが言えるか」について話し

合う場を設けるようにする。

○日常生活の事象を図形と関連付けて考えることができるようにする。

・正三角形をつくるとき、「どのようにすると正三角形をつくることができるのか。」と見通しを立てたり、「正

三角形を作ることができたのは、正三角形のどのような約束や性質を用いたからなのか。」と振り返ったり

する活動を取り入れる。

○示された考えを基に、根拠となる事項を過不足なく説明することができるようにする。

・前提となる考えや理由などの根拠を明らかにして、論理的に考えたり説明したりする。

○示された情報から基準量と比較量、割合の関係を正しく捉え、基準量を正しく求めることができるようにする。

・図や数直線に表すことなどを通して、「比較量である増量後の量は，基準量となる増量前の量の１２０％に

当たる」、「□の１．２倍が４８０だから、式は、□×１．２＝４８０になる。」というように数量の関係を整

理して捉えた上で、基準量を求めることができるようにする。

○見積もり方や見積もりの結果を基に、根拠となる事柄を過不足なく説明することができるようにする。

・目的に応じた見積もりの学習において、「計算の結果の見積もりを判断する」算数的活動の中で、判断した

ことの根拠を過不足なく挙げて説明する場を学習指導の中に取り入れるようにする。



◇正答率が高い設問 ◆正答率が低い等課題が見られる設問

佐伯市の平均正答率 ７６．５％

大分県の平均正答率 ７５．９％

全国の平均正答率 ７５．８％

中学校国語

Ａ問題の分析
（主として「知識」に関する問題）

○設問数３３問

◇平均正答率８０％以上の問題・・・１６問（大分県１５問、全国１４問）

◇平均正答率が全国を上回っている問題・・・１５問（大分県１５問）

◆平均正答率６０％未満の問題・・・４問（大分県４問、全国５問）

◆平均正答率が全国を下回っている問題・・・１８問（大分県１８問）

①学習指導要領における領域・問題別に見た分析

＜課題があるとみられる問題（正答率６０％未満の問題）＞

【話すこと・聞くこと】

◆〔６一〕二人の発言を聞いて、意見の相違点を整理する。（５０．１％）

→互いの発言を検討して共通点や相違点を整理することに課題がある。

【伝統的な言語文化と国語の特質に関する事項】

◆〔８四〕国語辞典で調べたことを基に、語句の意味を書く（英気を養う）。（５３．５％）

→複数の語の意味を的確に合わせて理解することに課題がある。

②具体的な改善方策

〇話合いの目的を踏まえた上で、観点に沿って発言を整理する。

・複数の案から一つに絞り込む話合いを行う際には、目的に応じて発言を整理しながら、議論の焦点を

明確にする必要がある。どのような観点で整理するかを明確にし、どのような図表を活用するのが有

効かを考え、共通点や相違点など様々な観点に沿って発言を整理する学習活動を行うようにする。

〇辞書を活用する。

・辞書を活用する際には、辞書の記述の仕方を理解した上で活用する。また、難語句を調べる際には、

文脈に沿って語句の意味を選び、それが文中の意味として適切かどうかを確認する。



◇正答率が高い設問 ◆正答率が低い等課題が見られる設問

佐伯市の平均正答率 ６４．５％

大分県の平均正答率 ６５．６％

全国の平均正答率 ６５．８％

中学校国語

Ｂ問題の分析
（主として「活用」に関する問題）

○設問数９問

◇平均正答率７０％以上の問題・・・５問（大分県５問、全国５問）

◇平均正答率が全国を上回っている問題・・・３問（大分県５問）

◆平均正答率５０％未満の問題・・・２問（大分県２問、全国２問）

◆平均正答率が全国を下回っている問題・・・６問（大分県４問）

①学習指導要領における領域・問題別に見た分析

＜課題があるとみられる問題（正答率５０％未満の問題）＞

【書くこと】【読むこと】

◆〔２三〕資料を参考にして２０２０年の日本の社会を予想し，その社会にどのように関わっていきたい

か，自分の考えを書く。（２０．３％）

→多様な情報に触れながら問題意識をもったり新たな発想を得たりすることに課題がある。

◆〔３三〕文章の最後の一文があった方がよいかどうかについて，話の展開を取り上げて自分の考えを書

く（２５．３％）

→最後の一文があった方がよいか、ない方がよいかについて、話の展開を取り上げて自分の考えを書く

ことに課題がある。

②具体的な改善方策

〇多様な情報に触れながら，自分の考えをもつ

・多様な情報に触れながら問題意識をもったり新たな発想を得たりするためには、複数の本や資料から

得た情報を自分と結び付けて考えるようにする。その際、それぞれの資料に書かれていることを正確

に理解した上で、感じたことや考えたことを他の人に話したり、文章に書いたりして、新たな気付き

や問題意識を明らかにしていくようにする。

○文章の展開について、根拠を明確にして自分の考えをもつ

・文章の展開について自分の考えをもつためには、作品の全体像を捉えた上で、場面の役割等を分析的

に考える必要がある。例えば、この場面がなかったらどのように作品全体の印象が変わるかなどにつ

いて、根拠を示しながら書いたり、話し合ったりする学習活動を行う。その際、自分の考えを支える

根拠が明確に示されているかどうかを検討するようにする。



◇正答率が高い設問 ◆正答率が低い等課題が見られる設問

佐伯市の平均正答率 ６２．０％

大分県の平均正答率 ６３．０％

全国の平均正答率 ６４．４％

中学校数学

Ａ問題の分析
（主として「知識」に関する問題）

○設問数３６問

◇平均正答率８０％以上の問題・・・７問（大分県６問、全国８問）

◇平均正答率が全国を上回っている問題・・・１０問（大分県７問）

◆平均正答率６０％未満の問題・・・１７問（大分県１５問、全国１５問）

◆平均正答率が全国を下回っている問題・・・２６問（大分県２９問）

①学習指導要領における領域・問題別に見た分析

＜課題があるとみられる問題（正答率４０％未満の問題）＞

【数と式】

◆〔２(２)〕赤いテープの長さが a ｃｍ で，白いテープの長さの３／５倍のとき，白いテープの長さを a

を用いた式で表す。（１６．７％）

→数量の関係を文字式に表すことに課題がある。

◆〔３(３)〕連立二元一次方程式をつくるために着目する数量を表した式を選ぶ。（３３．３％）

→具体的な事象における数量の関係を捉え、連立二元一次方程式をつくることに課題がある。

【図形】

◆〔７(３)〕与えられた方法で作図された四角形が，いつでも平行四辺形になることの根拠となる事柄を

選ぶ。（３９．４％）

→作図の根拠として用いられている平行四辺形になるための条件の理解に課題がある。

◆〔８〕対頂角は等しいことの証明について正しい記述を選ぶ。（２２．９％）

→証明の必要性と意味の理解に課題がある。

【関数】

◆〔１３〕二元一次方程式 x＋y＝３ の解を座標とする点の集合として正しいものを選ぶ。（３４．３％）
→二元一次方程式の解を座標とする点の集合は、直線として表されることの理解に課題がある。

②具体的な改善方策

〇事柄や数量の関係を捉え、その関係を文字式に表すことができるようにする

・関係を図に表したり、具体的な数や言葉を使った式を利用したりして関係を捉え、その関係を文字式

に表すことができるように指導する。

〇着目する数量を見いだし、方程式をつくることができるようにする

・方程式を利用して問題解決をする場面では、問題の中の数量やその関係から、２通りに表すことがで

きる数量を見いだし、方程式をつくることができるように指導する。

〇平行四辺形になるための条件を具体的な場面で用いることができるようにする

・平行四辺形の作図の過程や具体物に見られる平行四辺形になるための条件を指摘する活動を取り入

れ、平行四辺形になるための条件を具体的な場面で捉え、それを用いることができるように指導する。

〇帰納と演繹の違いを理解し、証明の必要性と意味についての理解を深められるようにする

・対頂角の性質や三角形の内角の和、平行四辺形の性質などの学習において、帰納的な方法による説明

と比較しながら、演繹的な推論による説明の役割を理解する場面を設定し、証明の必要性と意味につ

いての理解を深められるように指導する。

〇二元一次方程式の解を座標とする点の集合が直線になることを理解できるようにする

・方程式と関数を相互に関連付けて捉える活動を取り入れ、二元一次方程式の解を座標とする点の集合

が直線になることを理解できるように指導する。



◇正答率が高い設問 ◆正答率が低い等課題が見られる設問

佐伯市の平均正答率 ３７．９％

大分県の平均正答率 ３９．４％

全国の平均正答率 ４１．６％

中学校数学

Ｂ問題の分析
（主として「活用」に関する問題）

○設問数１５問

◇平均正答率７０％以上の問題・・・１問（大分県１問、全国１問）

◇平均正答率が全国を上回っている問題・・・２問（大分県０問）

◆平均正答率５０％未満の問題・・・１２問（大分県１１問、全国１２問）

◆平均正答率が全国を下回っている問題・・・１３問（大分県１５問）

①学習指導要領における領域・問題別に見た分析

＜課題があるとみられる問題（正答率４０％未満の問題問題）＞

【図形】

◆〔３(１)〕ポップアップカードを９０°に開いたとき，四角形ＥＦＧＨが正方形になる場合のＥＦの長さを求める。(３８．０％)

→平面図形と空間図形を関連付けて事象を考察し、その特徴を的確に捉えることに課題がある。

◆〔３(２)〕四角形ＥＦＧＨがいつでも平行四辺形になるように点Ｆの位置を決める方法を，平行四辺形になるための条件を用いて説明す

る。(１６．７％)

→事象を図形に着目して考察した結果を基に、問題解決の方法を図形の性質を用いて数学的に説明することに課題がある。

◆〔４(１)〕証明で用いた三角形の合同を根拠として，証明したこと以外に新たにわかることを選ぶ。（３３．２％）

→証明を振り返り、新たな性質を見いだすことに課題がある。

【関数】

◆〔１(１)〕投映距離と投映画面の高さの関係を式で表す。(２８．１％)
→与えられた情報から必要な情報を選択し、的確に処理することに課題がある。

◆〔１(２)〕投映画面がスクリーンに収まり，できるだけ大きく映し出すことができる投映距離を選ぶ。(３２．２％)
→与えられた情報から必要な情報を選択して的確に処理し、その結果を事象に即して解釈することに課題がある。

◆〔１(３)〕映像の明るさを２倍にするための投映画面の面積の変え方を選び，その理由を説明する。(９．０％)
→事象を式の意味に即して解釈し、その結果について、数学的な表現を用いて説明することに課題がある。

◆〔６(２)〕底面になる円の半径の長さが８ｃｍ のとき，表や式から，側面になるおうぎ形の中心角の大きさを求める方法を説明する。
(２４．４％)
→与えられた表や式を用いて、問題を解決する方法を数学的に説明することに課題がある。

【資料の活用】

◆〔５(１)〕１回目の調査で，落とし物の合計のうち，文房具の占める割合を求める式を答える。(３４．９％)

→与えられた情報から必要な情報を選択し、的確に処理することに課題がある。

◆〔５(２)〕２回目の調査の方が落とし物の状況がよくなったとは言い切れないと主張することもできる理由を，グラフを基に説明する。

(１９．３％)

→資料の傾向を的確に捉え、判断の理由を数学的な表現を用いて説明することに課題がある。

②具体的な改善方策

〇日常的な事象を図形に着目して観察し、その特徴を的確に捉えられるようにする

・観察、操作や実験などの活動を取り入れ、日常的な事象の特徴を図形やその構成要素に着目して的確に捉えることができるように指導

する。

〇問題解決の方法や手順を、数学的な表現を用いて的確に説明できるようにする

・様々な問題を解決できるようにするために、問題解決の方法や手順を説明する場面を設定し、図形の性質などの「用いるもの」とその

「用い方」について明らかにすることができるように指導する。

〇証明を振り返り、新たな性質を見いだすことができるようにする

・証明を書くことだけではなく、証明を読む場面を設定し、証明の結果や過程を振り返り、新たな性質を見いだすことができるように指

導する。

〇目的に応じて必要な情報を選択し、的確に処理することができるようにする

・事象を数学的に考察する場面を取り入れ、図や表などで与えられた情報から目的に応じて必要な情報を選択し、的確に処理することが

できるように指導する。

〇目的に応じて必要な情報を選択し、事象に即して数学を活用できるようにする

・実生活の場面での問題を解決する活動を取り入れ、与えられた情報から目的に応じて必要な情報を適切に選択し、事象に即して数学を

活用できるように指導する。

〇日常的な事象について、言葉で表された式の数学的な意味を考えられるようにする

・日常的な事象における３つの数量の関係について、言葉で表された式を取り上げ、３つの数量のうちの１つを定数とみて、残りの２つ

の数量の関係を捉える場面を設定し、その式の数学的な意味を考えられるように指導する。

〇問題解決のために数学を活用する方法を考え、説明できるようにする。

〇与えられた情報から必要な情報を選択し、的確に処理することができるようにする

・実生活の場面で、事象を目的に応じて数値化して判断する場面を設定し、与えられた情報から必要な情報を選択し、的確に処理するこ

とができるように指導する。

〇資料の傾向を的確に捉え、判断の理由を判断の理由を数学的な表現を用いて説明できるようにする

・ヒストグラムや代表値を用いて資料の傾向を捉え説明する場面を設定し、判断の理由を数学的な表現を用いて説明できるようにする。



１ 調査結果の概要

平成２７年度 全国学力・学習状況調査結果（児童・生徒質問紙）



２ 児童･生徒質問紙の調査結果をふまえて

・ゲームやテレビの時間、携帯電話等の扱いに関するルール作り等、望ましい生活リズムの

確立を目指して、具体的な目標や手立てを家庭と協働して取り組む必要がある。

・家庭学習の習慣が身についている児童・生徒は多い。学習内容の定着確認・補充のための

課題や自ら調べたり考えたりする活動を促すための課題を課す等、授業と宿題をつないだ

家庭学習の時間の意図的・計画的な拡充をさらに進める必要がある。

・中学校において、グループで調べることや、自分の考えを発表すること、話し合う活動を

充実させる必要がある。

・授業のはじめに、目標は示されているが、学習内容を振り返る活動を充実させる必要があ

る。



１ 調査結果の概要

２ 学校質問紙調査の結果をふまえて

平成２７年度 全国学力・学習状況調査結果（学校質問紙）

・昨年度と比較すると改善が見られるが、話し合い活動等の中で、自分の考えを伝えること

について課題を感じている学校が多い。

・学校図書館を活用した授業への意識は高まっているが、実施頻度に課題がある。並行読書

の実施等、各教科・領域の教育課程と学校図書館活用を関連させた取組の見直しを行う必

要がある。

・どの学校においても授業改善が進んでおり、目標を示すことや、話し合う活動、学習内容

を振り返る活動を取り入れた授業を行っていると回答されているが、児童・生徒の捉え方

との差が見られる。

・総合的な学習の時間において、探究の過程を意識した取組に改善が見られる。小・中一貫

したカリキュラムを設定し、さらに充実させた取組を進めていく必要がある。



平成２７年度の全国学力・学習状況調査と大分県学力定着状況調査の結果をもとに、佐伯管内の

課題から各学校が共通して取り組む事項として「今後の学力向上に関する取組の徹底」を改訂し、

課題の改善に向けた取組を進めていきます。

今後の取組について

改訂版 2015.9.10

「新大分スタンダード」に基づく

平成２７年度「今後の学力向上に関する取組の徹底」

□共 通

１ 条件を付けて読み書きする指導の徹底

（１）学校図書館を活用し、並行読書・比べ読み・ブックトーク等、本に親しむ活動を実施する。

（２）文章・図表等から必要な情報を取り出し、それを活用して理由を説明したり、自分の考えや意見を

書いたりする活動を実施する。

（３）単元構想に基づき、思考ツール等を活用した情報の整理・分析を行い、立場や根拠を明確にした話

合い活動を設定する。

（４）条件（構成、字数、キーワード等）を指定し、学習した用語を活用した書く活動をまとめや振り返

りの中に設定する。

２ 授業と宿題をつなぐ意図的・計画的な家庭学習の充実

（１）学習内容の定着確認・補充のための課題や自ら調べたり考えたりする活動を促すための課題を課す。

（２）望ましい生活リズムの確立に向けた具体的な目標や手立てを保護者と共に設定し、協働して取り組

む。

３ 探究的・協同的な「総合的な学習の時間」の改善と確実な実施

（１）付けたい力や学習内容が小・中で一貫したカリキュラムに改善する。

（２）「課題の設定→情報の収集→整理・分析→まとめ・表現」のサイクルで探究的な単元展開を行う。

□小学校

１ ２か月程度を単位とした評価テスト等の確実な実施

（１）学期の半ばや終わりに２～３の単元等を範囲として評価し、補充する。

（２）各学年の課題や対策を学年外とも共有し、全校体制で改善に取り組む。

□中学校

１ 単元構想に基づいた問題解決的な展開の授業の確実な実施

（１）「課題→見通し→自力解決→交流→まとめ・振り返り」の流れを位置付けた授業を実施する。

（２）授業で学んだことが転用できるか、定着が不十分な事柄がないかを評価し、必要に応じて補充する。

主体的・協働的な学び（アクティブ・ラーニング）の実現


